
（仮称）「動物のいる自然の森公園」のあり方について　概要版� ７�

林床の世界（世界の動物ゾーン）の展示イメージ�

展示内容�

このゾーンでは、「樹冠の世界」と密接な関係がありながら、まったく異なる生態や動物が�
生息する熱帯雨林の林床や水辺を展示し、熱帯雨林の多様性や様々な動物の共生の姿を来園者�
に伝える。�

展示方法�

薄暗い熱帯雨林の林床を体感できるように、ジャングルの中を分け入るような小道、特異な�
形をした植物に囲まれた小広場、湿地や水辺などを配置し、ジャングルウォーク体験を演出す�
る。�

園内配置�

高さの違いによる生態的関連性をわかりやすく体感できるように、「樹冠」ゾーン直近に位�
置する既存樹に囲まれた平坦地に配置する。�

動物種�

現在の展示動物から、樹冠生活者とは生活や体の機能が明らかに異なり、比較が容易な動物�
を中心に選定する。�

　　　　　�
「林床の世界」の展示構成�

カニクイザル�
�

ブタオザル�
�

トラ�
�

セイロンゾウ�
�

チンパンジー�
�

アジアの林�床�

水辺環境�
�

キツネザル類�
�

アフリカ�

マダガ�ス�カル�の�林�床�

現在より広い運動場や土の床、動物の遊び道具�
�などを用意し、よりよい飼育環境へと変更する。�
�

動物と人間の間に人工物の�
�入らない隔離施設。�
�

ジャングルの林床らしく、現況�
�常緑樹を利用して薄暗い環境を�
�作り出す。�
�

動物をより近くで見ることができる�
�ガラスで仕切られたビュースポット�
�を設ける。�
�

ビュースポット前には、動物が�
�好む環境を整備し、間近に動物�
�がいる状態を作り出す。�
�（ヒーターの入った岩など）�
�

ビュースポットへと続く木橋。�
�（湿潤さの演出）�
�

トラやゾウなど水とのかかわりが深い�
�動物の展示では、水場や流れなどを設�
�け水中での行動が観察できる様にする。�
�


